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□ 住民ニーズ調査の体系 
 

いの町地域公共交通総合連携計画策定のための情報収集を目的に、住民ニーズ調査を実施する。 

計画策定に向けて必要となる情報を踏まえ、アンケート調査の体系を次頁のとおりとする。 

調査体系の基本的考え方は以下のとおりである。 

 

 

【 住民ニーズ調査の基本的考え方 】 

①いの町民を対象としたアンケート調査により、移動の実態を把握し、その中で地域の移動手

段における公共交通の位置づけを明確にするとともに、高齢者等の移動手段の確保、自動車

から公共交通への転換に向けた施策検討のため、住民ニーズの把握を行う。 

②地域代表（自治会長、NPO等）へのヒアリング調査により、高齢者等のモビリティ確保、公

共交通の利用促進に向けた施策検討のため、地域ニーズの把握を行う。 

③路線バス等（路線バス・路面電車・ＪＲ）の利用者を対象にアンケート調査を実施し、公共

交通の利用実態を把握し、利用特性、区間ごとの需要を明確にするとともに、さらなるサー

ビス改善に向けた施策検討のため、利用者ニーズの把握を行う。 

また、町営バス等（町営バス・デマンド式乗合タクシー・スクールバス）の利用者を対象に、

既存の公共交通サービスに対する満足度、改善点を把握する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ａ 各調査の対象領域の概念図（案） 

 

いの町民 

公共交通利用者 

①住民移動調査 
 ・いの町民を対象に移動実態、ニーズ

を把握。 
 ・利用者が少ないことから、公共交通
の利用実態については、必ずしも十
分捉えられない。 

③公共交通利用者実態アンケート調査 
 ・公共交通利用者を対象に、利用実態、

ニーズを詳細に把握。 

②地域代表へのヒアリング調査 
 ・いの町民の移動実態、公共交通に関

するニーズを補完。 

公共交通の利用実態・ 
ニーズを補完 



 

2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住民の移動実態 

・移動の目的地 等 
・公共交通の利用頻度 
・自動車の利用実態・見通し 
・自動車の利用理由 

○公共交通の施策に関するニーズ 

・既存公共サービスに関する満足
度 
・公共交通施策に関するニーズ 
・公共交通施策による利用増加の
程度 
・費用負担に対する許容度 

○住民の公共交通利用実態 

・利用バス停 
・目的地、利用頻度 
・アクセス手段 

○実態 

（移動実態） 
・どのような移動ニーズがあるのか（目的
地、時間帯 等） 
・移動に際してどの程度公共交通を利用し
ているのか 

（自動車利用実態） 
・具体的にはどのように自動車を利用して
いるのか（運転or送迎 等） 
・高齢化が進んでも自動車利用を続けられ
るのか 
・なぜ自動車を利用するのか 

（公共交通利用実態） 
・公共交通の利用区間 
・目的地、利用頻度 
・公共交通へのアクセス手段 

○公共交通に関するニーズ 

（改善点・施策） 
・既存の公共交通サービスに関する満足度 
・公共交通の施策に関するニーズはどのよ
うなものか 
・どのような施策を実施すれば、どの程度
公共交通の利用が促進されるのか 

（制度） 
・公共交通維持のための費用負担に対して
どのように考えているか 

①町民移動調査 

・主たる移動の状況 
・公共交通の利用頻度 
・自動車の利用実態・見通し 
・自動車利用理由 
・公共交通施策に関するニーズ 
・公共交通施策による公共交通の
利用増加の程度 
・費用負担に対する許容度 

②地域代表へのヒアリング調査 

・公共交通の非利用理由 
・公共交通施策による公共交通の
利用増加の程度 
・費用負担に対する許容度 

○路線バス等利用者調査 

・目的、ＯＤ、アクセス手段 
・利用駅・電停・バス停 
・代替交通手段の有無 
・普段の移動での交通手段、頻度 
・公共交通施策に関するニーズ 
・費用負担に対する許容度 

○町営バス等利用者調査 

・既存公共サービスに関するニー
ズ 

 
    主たる対応 
    サブ的対応 

【 計画策定に向けて必要となる情報 】 【 必要となる調査項目 】 【 住民ニーズ調査の体系 】 

図Ｂ 住民ニーズ調査の体系（案） 

③公共交通利用者実態アンケート調査 
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１．町民移動調査 

1.1 調査目的 

いの町民の移動実態、公共交通サービスに関するニーズの把握を目的に、住民を対象とし

たアンケート調査を実施する。 

 

1.2 調査の枠組み 

（１）調査対象 

いの町は、東南部の都市部（平地・丘陵地）と中山間地域に分類される。伊野地区には

都市部と中山間地域があり、吾北地区、本川地区はすべてが中山間地域となっている。 

町民移動調査の調査対象については、以下のような理由から中山間地域（伊野地区の中

山間地域、吾北地区の全域、本川地区の全域）の住民とする。 

○主たる検討対象は、中山間地の公共交通の維持・活性化のあり方であり、そのために

は中山間地域の住民の移動実態を具体的に把握する必要がある。 

 また、施策ニーズ及び各施策による自動車から公共交通への転換意向についても、把

握したい主たる対象は中山間地域である。 

○伊野地区については、第３回高知都市圏パーソントリップ調査（H19実態調査）の調

査圏域であり、交通実態（ある一日（平日・休日）の動き）については、詳細に把握

されている。 

 ※巻末の資料－１に第３回高知都市圏パーソントリップ調査の調査票を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1 いの町の地域分類 

 

表1.1 地区別人口・世帯数 

 人口（人） 世帯数（戸） 

都市部 16,548 6,848 

中山間地域 6,760 2,538 伊野地区 

小計 23,308 9,386 

吾北地区  3,073 1,399 

本川地区  644 331 

いの町計  27,025 11,116 

資料：住民基本台帳（H21.3現在） 

いの町 都市部 

中山間地域 

伊野地区 

吾北地区 
伊野地区 

本川地区 



 4 

（２）調査の視点 

以下の２点を視点に調査を実施する。 

【 調査の視点 】 

○中山間地域の住民の移動実態を把握するとともに、その中で公共交通が果たす役割、

住民生活における位置づけ等を明確にする。 

○高齢者等の移動手段の確保、自動車から公共交通への転換に向けた施策検討のため、

住民ニーズを把握する。 

 

 

 

1.3 調査の実施概要 

（１）調査規模・方法 

町民移動調査の規模・方法については、自治会長の協力を得ることを前提に、以下のと

おりとする。 

 

表1.2 町民移動調査の規模・方法（案） 

区 分 概  要 備  考 

調査対象 中山間地域の全世帯 ― 

調査規模 

配布数：4,268  
・伊野地区（中山間地域）：2,538 
・吾北地区       ：1,399 
・本川地区       ： 331 

― 

調査方法 
町広報誌に合わせて配布、自治会長を通じて回収 
※自治会長の協力を得られない地区は、郵送回収 

地域代表者へのヒアリングに
おいて、自治会長の協力を要
請 

 

 

（２）調査項目 

町民移動調査のアンケート項目を次頁のとおりとする。 
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表1.4 町民移動調査のアンケート項目（案） 

区 分 調査のねらい アンケート項目 備  考 

・個人属性、世帯構成の把握 
○個人属性 
・性・年齢、職業、家族構成、住所 

個人属性 

・自動車利用環境の把握 
○自動車保有状況 
・免許の有無、自動車保有状況 

― 

・どのような移動が多いか把握 
・バスがどの程度利用されているか把握 

○普段の移動状況 
・普段の主な移動（目的別） 
・上記移動の頻度、利用交通手段 

・自動車の利用形態と今後の見通しを把握 

○自動車利用の移動状況 
・自動車利用の具体的形態（自分で運転or家族が送
迎or近隣の知人が運転 等） 
・自動車による移動の継続性（今後の見通し） 
・自動車利用理由 

移動実態 

・バスの利用実態を把握 
○バスの利用実態 
・バス利用の有無、頻度 
・利用バス停 

― 

・バス交通に対する満足度を把握 
○バス交通に対する満足度 
・満足度 

― 

・バスの改善ニーズを把握 

○バスサービスの改善ニーズ 
・サービス改善によるバス利用増加の可能性、施策
ニーズ、利用頻度の増加の程度 
・運行本数、運賃に関するニーズ 

― 
バス交通の 
施策に関する 
ニーズ 

・費用負担に対する許容度を把握 
○費用負担 
・バスの必要性 
・住民負担に対する許容度 

許容度については、支払意
志額を質問 
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２．地域代表へのヒアリング調査 

2.1 調査目的 

いの町民の公共交通サービスに関するニーズの把握を目的に、地域代表を対象としたヒア

リング調査を実施する。 

 

2.2 調査の枠組み 

（１）調査対象 

町民移動調査同様に、中山間地域を対象とする。 

ヒアリング対象は以下のとおりであり、地域代表を自治会長とし、さらに地域公共交通

運営のためのリーダー育成を目的に、NPO等にも参加を募る。 

【 ヒアリング調査の対象 】 

・地域代表：自治会長（86地区） 

・NPO等  ：NPO高知市民会議、いの町グリーンツーリズム研究会、１９４元気塾、バ

ーチャル本川村 等 

 

表2.1 中山間地域の行政区数 

地  区 
行政区数 
（自治会） 

伊野地区 
（中山間地域） 26    

吾北地区 46    

本川地区 14    

計 86    

 

 

（２）調査の視点 

以下の点を視点にヒアリングを実施する。 

【 調査の視点 】 

○高齢者等の移動手段の確保、公共交通利用促進に向けた施策検討のため、住民ニーズ

を把握する。 
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2.3 調査の実施概要 

（１）調査方法 

地域代表者へのヒアリングはワークショップ形式とし、以下の方法で実施する。 

 

表2.2 地域代表へのヒアリング方法（案） 

区 分 概  要 

ヒアリング対象の
グルーピング 

・伊野地区：26地区を3つのグループに区分 
・吾北地区：46地区を4つのグループに区分 
・本川地区：14地区を3つのグループに区分 
※NPO等からの参加者を上記グループに分配 

ヒアリング 
実施体制 

・全体の進行担当を配置 
・上記各グループに進行担当、記録係を配置 

会場 
・伊野地区：土佐和紙工芸村 
・吾北地区：吾北中央公民館 
・本川地区：本川総合支所 

 

 

（２）調査項目 

地域代表へのヒアリング調査のヒアリング項目を以下のとおりとする。 

 

表2.3 地域代表へのヒアリング調査のヒアリング項目（案） 

区 分 調査のねらい ヒアリング項目 

・中山間地域の住民の移動状況を把握 
移動における交通手段としては、何がよ
く利用されているか？ 

・自動車の利用形態と今後の見通しを
把握 

どのように自動車を利用しているのか？
自分で運転？ 送迎？ 
さらに高齢化が進んでも、自動車利用は
続くか？ 
高齢化が進んだ場合、どのような問題が
深刻化するか？ 

移動実態 

・バスがどの程度利用されているか把
握 

どの程度バスは利用されているのか？ 

バス交通の 
施策に関す
るニーズ 

・バス交通の改善点を把握 

バスに対する満足度は？ 
バスに対する改善ニーズとバス利用増加
の可能性は？ 
住民負担に対する許容度は？ 

 

 



 8 

３．公共交通利用者実態アンケート調査 

3.1 路線バス等利用者調査 

（１）調査目的 

公共交通の利用実態、利用者ニーズの把握を目的に、公共交通利用者を対象としたアン

ケート調査を実施する。 

 

（２）調査の枠組み 

１）調査対象 

主たる調査対象地域である中山間地域と都市部を区分し、調査対象を以下のとおりとす

る。 

 

表3.1 路線バス等利用者調査の対象 

対象地域 調査対象交通機関 調査対象者 

中山間地域 
伊野駅以北を運行する廃止代替
バス 

バス利用者 

都市部 
ＪＲ伊野駅、土佐電鉄伊野駅、
駅前バス停 

各駅・電停・バス停利用者 

 

２）調査の視点 

以下の２点を視点に調査を実施する。 

【 調査の視点 】 

○公共交通の利用実態を把握するとともに、利用特性、区間ごとの需要等を明確にする。 

○公共交通のサービス改善に向けた施策検討のため、住民ニーズを把握する。 

 

（３）調査の実施概要 

１）調査規模・方法 

路線バス等利用者調査の規模・方法については、以下のとおりとする。 

 

表3.2 路線バス等利用者調査の規模・方法（案） 

区 分 中山間地域 都市部 

調査対象 伊野駅以北の廃止代替バス利用者 
ＪＲ伊野駅、土佐電鉄伊野・伊野駅前、
駅前バス停利用者 

調査規模 全便（県交北部交通、嶺北観光自動車） 
ＪＲ伊野駅：約450人 
土佐電鉄伊野・伊野駅前：約150人 
駅前バス停：約50人 

調査方法 
・バス車両に乗り込み聞き取り 
・バス停別の乗降者数をカウント 

・各駅・バス停で乗降者に手渡し配布・
郵送回収 
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２）調査項目 

路線バス等利用者調査のアンケート項目を以下のとおりとする。 

 

 

表3.3 路線バス等利用調査のアンケート項目（案） 

区 分 調査のねらい アンケート項目 

・個人属性の把握 
○個人属性 
・性・年齢、職業、住所 

個人属性 

・自動車利用環境の把握 
○自動車保有状況 
・免許保有の有無、自動車保有状況 

・調査時の移動について
把握 

○移動実態 
・調査時の移動の目的、ＯＤ、アクセス手段 
・乗降駅・電停・バス停 

移動実態 

・公共交通への依存度を
把握 

○普段の移動手段 
・調査時の移動における代替交通手段の有無 
・普段の移動での交通手段、利用頻度 

・公共交通の改善点を把 
握 

○公共交通の問題点 
・調査時利用路線に対する項目別満足度 
・調査時利用手段の改善点 公共交通の 

施策に関す
るニーズ ・費用負担に対する許容

度を把握 

○費用負担 
・公共交通の必要性 
・住民負担に対する許容度 
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3.2 町営バス等利用者調査 

（１）調査目的 

既存の公共交通サービスの満足度の把握を目的に、既存の公共交通利用者を対象とした

アンケート調査を実施する。 

 

（２）調査の枠組み 

１）調査対象 

以下の既存公共交通サービス利用者を調査対象とする。 

 

表3.4 町営バス等利用者調査の対象 

公共交通サービス 調査対象者 

町営バス（伊野循環線） バス利用者 

定時制デマンド式乗合タクシー タクシー利用者 

スクールバス（一般混乗） 一般のバス利用者 

 

２）調査の視点 

以下の点を視点に調査を実施する。 

【 調査の視点 】 

○既存の公共交通サービスに関する満足度、改善点を把握する。 

 

（３）調査の実施概要 

１）調査規模・方法 

町営バス等利用者調査の規模・方法については、以下のとおりとする。 

 

表3.5 町営バス等利用者調査の規模・方法（案） 

区 分 概  要 

調査対象 各公共交通サービス利用者 

調査規模 
・町営バス：約30人 
・定時制デマンド式乗合タクシー：約10人 
・スクールバス：約10人 

調査方法 
運転手による手渡し配布・郵送回収 
（町から依頼） 
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２）調査項目 

町営バス等利用者調査のアンケート項目を以下のとおりとする。 

 

表3.6 町営バス等利用調査のアンケート項目（案） 

区 分 調査のねらい アンケート項目 

・個人属性の把握 
○個人属性 
・性・年齢、職業、住所 

個人属性 

・自動車利用環境の把握 
○自動車保有状況 
・免許保有の有無、自動車保有状況 

・調査時の移動について
把握 

○移動状況 
・調査時の移動の目的、ＯＤ、利用頻度 

移動実態 
・当該サービスへの依存
度を把握 

○代替交通手段 
・調査時の移動における代替交通手段の有無 

・当該サービスの満足
度・改善点を把握 

○当該サービスの満足度・改善点 
・調査時利用サービスに対する項目別満足度 
・調査時利用サービスの改善点 公共交通の 

施策に関す
るニーズ 

・費用負担に対する許容
度を把握 

○費用負担 
・バスの必要性 
・住民負担に対する許容度 
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□ 住民ニーズ調査の概要総括 

調査項目（個人属性を除く） 
調査種別 調査目的 調査対象 調査の視点 調査規模 調査方法 

共通 個別 

①町民移動調 
査 

いの町民の移動実
態、公共交通サー
ビスに関するニー
ズの把握 

中山間地域の住民 
・伊野地区（中山
間地域） 

・吾北地区（全域） 
・本川地区（全域） 

・中山間地域の住民の移動実態を把握す
るとともに、その中で公共交通が果た
す役割、住民生活における位置づけ等
を明確にする。 

・高齢者等の移動手段の確保、自動車か
ら公共交通への転換に向けた施策検討
のため、住民ニーズを把握する。 

4,268 町広報誌に合せて配布、
自治会長を通じて回収 
※自治会長の協力を得ら
れない地区は、郵送回
収 

（移動実態） 
○普段の移動状況 
・普段の主な移動（目的別） 
・上記移動の頻度、利用交通手段 
○自動車利用の移動状況 
・自動車利用の具体的形態（自分で運転or家
族が送迎or近隣の知人が運転 等） 
・自動車による移動の継続性（今後の見通し） 
・自動車利用理由 
○バスの利用実態 
・バス利用の有無、頻度 
・利用バス停 

（公共交通の施策に関するニーズ） 
○バスへの転換意向 
・利用頻度の増加の程度 
・運行本数、運賃に関するニーズ 

②地域代表へ
のヒアリン
グ調査 

いの町民の公共交
通サービスに関す
るニーズの把握 

中山間地域の自治
会長、NPO等 

・高齢者等の移動手段の確保、公共交通
利用促進に向けた施策検討のため、住
民ニーズを把握する。 

 

86自治会 ワークショップ 
（複数のグループに分
割） 

（移動実態） 
○普段の移動状況 
・普段の利用交通手段 

○自動車利用の移動状況 
・自動車利用の具体的形態 
・自動車による移動の継続性 
・高齢化が進んだ場合の問題点 

③-1路線バス
等利用者
調査 

公共交通の利用実
態、利用者ニーズ
の把握 

・伊野駅以北の廃
止代替バス利用
者 

・JR伊野駅、土佐
電鉄伊野駅、駅
前バス停利用者 

・公共交通の利用実態を把握するととも
に、利用特性、区間ごとの需要等を明
確にする。 

・公共交通のサービス改善に向けた施策
検討のため、住民ニーズを把握する。 

・廃止代替バスの全便 
・JR伊野駅約450人、
土佐電鉄伊野・伊野
駅前約150人、駅前
バス停約50人 

・廃止代替バスは車両に
乗り込み、聞き取り 
・伊野駅、駅前バス停は
乗降者に手渡し配布・
郵送回収 

 

（移動実態） 
○移動実態 
・調査時の移動の目的、ＯＤ、アクセス手段 
・乗降駅・電停・バス停 
○普段の移動手段 
・調査時の移動における代替交通手段の有無 
・普段の移動での交通手段、利用頻度 

③-2町営バス
等利用者
調査 

既存の公共交通サ
ービスの満足度の
把握 

町営バス、定時制
デマンド式乗合タ
クシー、スクール
バス利用者 

・既存の公共交通サービスに関する満足
度、改善点を把握する。 

町営バス約 30人、定
時制デマンド式乗合
タクシー約 10人、ス
クールバス約10人 

運転手による手渡し配
布・郵送回収 

（公共交通の施策に関するニーズ） 
○公共交通の改善点 
・現行サービスに対する満足度 
・公共交通の改善点 

○費用負担 
・バスの必要性 
・住民負担に対する許容度 

（移動実態） 
○移動状況 
・調査時の移動の目的、ＯＤ，利用頻度 

○代替交通手段 
・調査時の移動における代替交通手段の有無 
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□ 実態調査スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週

１．町民移動調査

　・調査企画

　・サンプル抽出

　・配布・回収

　・データ入力・集計

２．地域代表者へのヒアリング調査

　・調査企画

　・ヒアリング調査

　・データ入力・集計

３．公共交通利用者実態アンケート調査

①路線バス等利用者調査

　・調査企画

　・配布・回収

　・データ入力・集計

②町営バス等利用者調査

　・調査企画

　・配布・回収

　・データ入力・集計

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

１１月 １２月１０月９月８月

打合せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月・日

　　　　　　　　　　項　目

住民ニーズ調査

協議会

計画書（案）（事前配布）作成
調査票(案）(当日配布）作成 計画書、調査票修正

計画書（案）（事前配布）作成
調査票(案）(当日配布）作成 計画書、調査票修正

計画書（案）（事前配布）作成
計画書修正
ヒアリングシート作成

計画書（案）（事前配布）作成
調査票(案）(当日配布）作成 計画書、調査票修正
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○ 資料－１：いの町バス路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の数字は県交北部交通のバス運行本数（平日/片道） 

（火・木曜日は土居止まりの１便が長沢まで運行） 
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○ 資料－２：第３回高知都市圏パーソントリップ調査（H19実態調査） 調査票（平日） 

   

・調査票を次頁に示す（平日、休日とも同一） 

  ・以下のような項目が把握されている。 

・外出の有無 

・どこからどこへ、何時ごろ、どのような目的で移動したか 

・その際の交通手段は何を利用したか 

   等 
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